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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 9,926 △14.6 496 56.6 231 231.7 100 ―

21年3月期第2四半期 11,620 ― 316 ― 69 ― △35 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純

利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 3.17 ―

21年3月期第2四半期 △1.05 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 62,857 24,827 39.5 784.96
21年3月期 62,601 24,218 38.7 765.36

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  24,827百万円 21年3月期  24,218百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00

22年3月期 ― 3.00

22年3月期 
（予想）

― 3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,500 △8.1 550 △39.8 50 △85.9 100 △33.4 3.16
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な
事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の変化等
により、上記予想数値と異なる場合があります。 
業績予想の前提となる条件等については、５ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期  33,606,132株 21年3月期  33,606,132株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  1,977,211株 21年3月期  1,962,457株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期  31,637,045株 21年3月期第2四半期  33,451,987株
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当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、世界的な信用不安並びに景気後退に歯止めがかか

りつつあることを背景として、製造業における生産には底入れの兆しが見えるものの、雇用・所得環境

の悪化が深刻化するなど、消費を始めとする経済活動の水準は低調に推移し、依然として厳しい経済環

境が続いております。 

このような経済環境において、関連先である石油・自動車及び航空機業界の企業収益悪化の影響によ

る輸送用機器関連事業での売上の低迷もあり、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高99億26百万

円（前年同期比14.6％減）となったものの、経費削減や生産効率の向上を積極的に取り組んだ結果、営

業利益４億96百万円（前年同期比56.6％増）、経常利益２億31百万円（前年同期比231.7％増）、四半

期純利益は１億円（前年同期35百万円の損失）となりました。 

なお、主なセグメントの状況は次のとおりです。 

  

輸送用機器関連事業では、特機部門の防衛省向けシェルター製品の売上が伸びたものの、前年度より

引き続き特装車部門のタンクローリーの受注台数が減少していることや、マテリアル部門の自動車産業

向けハニカム製品の需要低迷が長引いていることに加え、機装・機器部門において航空会社向けのギャ

レー製品の出荷のずれ込み等により、売上高は26億34百万円と前年同期比13億58百万円、34.0％の大幅

な減収となり、生産効率の向上や経費削減効果があったものの、営業損益は５億81百万円の損失（前年

同期６億69百万円の損失）となりました。 

不動産賃貸事業では、「モリタウン２５周年イベント」等の各種イベントを積極的に行い集客力の向

上を図ってまいりました。その結果、景気の悪化により個人消費が低迷する中、売上がほぼ堅調に推移

した結果、売上高33億54百万円と前年同期比１億65百万円、4.7％の減収、営業損益は12億27百万円の

利益と前年同期比24百万円、2.0％の減益にとどまりました。 

ホテル・スポーツ・レジャー事業では、ホテル部門において、前年度より減少が続いていた婚礼・宴

会関係の売上が落ち着きを取り戻したことに加え、スポーツ・レジャー部門におけるゴルフコースの来

客数増加等により、売上高は、ほぼ前年並みの22億79百万円と前年同期比４百万円、0.2％の減収にと

どまり、営業損益は経費削減効果等もあり68百万円の損失（前年同期１億31百万円の損失）となりまし

た。 

物販事業では、㈱メトスにおいて、景気低迷に伴う設備需要の冷え込みで、売上高は15億42百万円と

前年同期比１億46百万円、8.7％の減収となり、営業損益はコスト削減により改善したものの62百万円

の損失（前年同期は１億21百万円の損失）となりました。 

その他事業の売上高は、１億15百万円と前年同期比19百万円、14.8％の減収となり、営業損益は18百

万の損失（前年同期12百万円の損失）となりました。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

［輸送用機器関連事業］

［不動産賃貸事業］

［ホテル・スポーツ・レジャー事業］

［物販事業］

［その他事業］
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（資産） 

総資産は、前連結会計年度末に比べて２億56百万円、0.4％増加し、628億57百万円となりました。 

これは、主として有形固定資産が減価償却等により９億93百万円減少したほか、売上高減少の影響に

より受取手形及び売掛金が７億30百万円減少した一方、投資有価証券が株式市況の回復により９億83百

万円増加したことや、現金及び預金が９億34百万円増加したことなどによります。 

（負債） 

負債合計は、前連結会計年度末に比べて３億52百万円、0.9％減少し、380億30百万円となりました。

これは、その他有価証券評価差額金の増加により繰延税金負債が３億90百万円増加したものの、法人

税等の納付により未払法人税等が３億18百万円減少したことや、受注減による材料仕入減少で支払手形

及び買掛金が２億28百万円減少したことなどによります。 

（純資産） 

純資産は、前連結会計年度末に比べて６億８百万円、2.5％増加し、248億27百万円となりました。こ

れは、主として投資有価証券が株式市況の回復により、その他有価証券評価差額金が６億27百万円増加

したことによります。 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、69億37百万円と、前年度末に比

べ９億60百万円の増加となりました。 

営業活動による資金収支は、前年同期と比べ１億５百万円増加し、９億40百万円のプラスとなりま

した。これは、減少要因として法人税等の支払額の支出が４億38百万円あったものの、増加要因とし

て税金等調整前四半期純利益による収入が２億18百万円あったことや、売上債権の減少による収入が

７億30百万円あったことなどによります。 

投資活動による資金収支は、前第２四半期連結累計期間では５億60百万円のマイナスでしたが、当

第２四半期連結累計期間では41百万円のプラスとなりました。これは、減少要因として有形固定資産

取得による支出が１億41百万円あったものの、増加要因として投資有価証券の売却による収入が74百

万円あったことや、定期預金の払戻による収入が28百万円あったことなどによります。 

財務活動による資金収支は、前第２四半期連結累計期間では７億78百万円のプラスでしたが、当第

２四半期連結累計期間では18百万円のマイナスとなりました。これは主として長期借入金の純収入に

よる増加が１億32百万円あったものの、配当金の支払額による減少が１億10百万円あったことや、社

債の償還による減少が26百万円あったことによります。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

昭和飛行機工業㈱ (7404) 平成22年3月期 第２四半期決算短信

- 4 -



今後の経済活動の水準は低調に推移し、依然として厳しい経済環境が続くものと予想されます。 

また、当社グループを取り巻く事業環境も引き続き厳しい状況で推移していくものと予想されま

す。このような状況の中、当社グループとして引き続き営業強化に努めるとともに、生産効率の向上

や諸経費削減を含めた諸施策を図ってまいりますが、市況の先行きも不透明であり、また、輸送用機

器関連事業において一部の受注工事で収益悪化懸念もあることから、通期の業績予想につきまして

は、平成21年５月15日発表の数値を変更しておりません。 

  

 該当する事項はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間末に算定した貸倒実績率等が前連結会計年度末のものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

  

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準によっていましたが、「工事契約

に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用

し、第１四半期連結会計期間より着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部

分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事進捗率の見積りは原価比例

法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

これに伴う、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響はありません。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

完成工事高及び完成工事原価の認識基準
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,069 6,134

受取手形及び売掛金 3,137 3,868

商品及び製品 526 539

仕掛品 1,076 785

原材料及び貯蔵品 775 843

繰延税金資産 210 260

その他 311 314

貸倒引当金 △13 △7

流動資産合計 13,095 12,738

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 31,037 31,911

機械装置及び運搬具（純額） 1,231 1,325

工具、器具及び備品（純額） 494 569

土地 12,688 12,688

その他 243 194

有形固定資産合計 45,696 46,689

無形固定資産   

のれん 269 293

その他 83 47

無形固定資産合計 352 340

投資その他の資産   

投資有価証券 2,998 2,015

繰延税金資産 98 69

その他 673 805

貸倒引当金 △58 △58

投資その他の資産合計 3,712 2,832

固定資産合計 49,762 49,862

資産合計 62,857 62,601
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,099 1,328

短期借入金 1,000 1,000

1年内返済予定の長期借入金 6,235 3,592

1年内償還予定の社債 27 42

未払法人税等 146 464

賞与引当金 305 314

工事損失引当金 143 165

その他 2,296 2,370

流動負債合計 11,254 9,278

固定負債   

社債 26 37

長期借入金 14,479 16,990

退職給付引当金 3,846 3,866

役員退職慰労引当金 238 285

受入敷金保証金 5,831 6,009

繰延税金負債 2,054 1,664

その他 299 251

固定負債合計 26,775 29,104

負債合計 38,030 38,382

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,949 4,949

資本剰余金 7,648 7,648

利益剰余金 12,173 12,184

自己株式 △724 △716

株主資本合計 24,047 24,065

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 780 153

為替換算調整勘定 △0 △0

評価・換算差額等合計 780 152

純資産合計 24,827 24,218

負債純資産合計 62,857 62,601

昭和飛行機工業㈱ (7404) 平成22年3月期 第２四半期決算短信

- 7 -



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 11,620 9,926

売上原価 9,003 7,456

売上総利益 2,617 2,469

販売費及び一般管理費 2,301 1,973

営業利益 316 496

営業外収益   

受取利息 3 0

受取配当金 36 30

その他 63 65

営業外収益合計 103 96

営業外費用   

支払利息 219 212

その他 130 148

営業外費用合計 350 361

経常利益 69 231

特別利益   

投資有価証券売却益 － 46

違約金収入 50 －

その他 4 13

特別利益合計 55 60

特別損失   

固定資産除売却損 52 38

公共施設負担金償却額 6 6

投資有価証券評価損 － 27

事務所移転費用 21 －

その他 7 1

特別損失合計 87 72

税金等調整前四半期純利益 37 218

法人税、住民税及び事業税 226 116

法人税等調整額 △153 2

法人税等合計 72 118

四半期純利益 △35 100
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 37 218

減価償却費 1,169 1,140

その他の償却額 71 49

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 5

受取利息及び受取配当金 △39 △30

支払利息 219 212

固定資産除売却損益（△は益） 52 38

売上債権の増減額（△は増加） 482 730

たな卸資産の増減額（△は増加） △358 △210

仕入債務の増減額（△は減少） △80 △228

未払消費税等の増減額（△は減少） △213 15

その他 △257 △379

小計 1,086 1,562

利息及び配当金の受取額 39 30

利息の支払額 △218 △214

法人税等の支払額 △72 △438

営業活動によるキャッシュ・フロー 835 940

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △10 △2

定期預金の払戻による収入 401 28

有形固定資産の取得による支出 △939 △141

有形固定資産の売却による収入 21 －

投資有価証券の取得による支出 △2 △2

投資有価証券の売却による収入 － 74

その他 △31 84

投資活動によるキャッシュ・フロー △560 41

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 3,000 2,100

長期借入金の返済による支出 △1,954 △1,968

社債の償還による支出 △151 △26

自己株式の取得による支出 △15 △8

自己株式の売却による収入 0 0

配当金の支払額 △100 △110

その他 － △5

財務活動によるキャッシュ・フロー 778 △18

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,054 960

現金及び現金同等物の期首残高 4,499 5,977

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,553 6,937
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当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分の方法 

     事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

 

 

 

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

輸送用 
機器 

関連事業 
(百万円)

不動産 
賃貸事業 
(百万円)

ホテル・
スポーツ 
・レジャー

事業 
(百万円)

物販事業
（百万円）

その他
事業 

(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

3,993 3,520 2,283 1,689 134 11,620 ― 11,620

 (2) セグメント間
の内部売上高
又は振替高

0 26 16 4 205 252 (252) ―

計 3,994 3,546 2,299 1,693 340 11,873 (252) 11,620

  営業利益又は 
  営業損失(△)

△669 1,252 △131 △121 △12 316 ― 316

(1) 輸送用機器関連事業……各種タンクローリー、各種バルク車等の特装車。航空機機体部品、シェル

ター等のアルミ構造物、カート、ギャレー等の航空機機装品。アルミ、ア

ラミッド、紙等のハニカムコア及びそのサンドイッチ製品。

(2) 不動産賃貸事業…………事務所用ビル、各種商業施設、物流施設、その他施設の賃貸。

(3) ホテル・スポーツ・レジャー事業……ホテル、ゴルフ場その他のスポーツ・レジャー施設の運営。

(4) 物販事業…………………大型バイク及びパーツ、アクセサリーの販売。 

サウナ、暖炉、薪ストーブ、福祉機器の販売及び施工。

(5) その他事業………………保険販売、福祉介護事業、コンサルティング業務、派遣業等。
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当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法 

     事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

 

 

 

 
  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

輸送用 
機器 

関連事業 
(百万円)

不動産 
賃貸事業 
(百万円)

ホテル・
スポーツ 
・レジャー

事業 
(百万円)

物販事業
（百万円）

その他
事業 

(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

2,634 3,354 2,279 1,542 115 9,926 ― 9,926

 (2) セグメント間
の内部売上高
又は振替高

0 82 10 11 140 245 (245) ―

計 2,634 3,437 2,290 1,554 255 10,171 (245) 9,926

  営業利益又は 
  営業損失(△)

△581 1,227 △68 △62 △18 496 ― 496

(1) 輸送用機器関連事業……各種タンクローリー、各種バルク車、高所作業車等の特装車。非接触型給

電システム。航空機機体部品、シェルター等のアルミ構造物、カート、ギ

ャレー等の航空機機装品。アルミ、アラミッド、ステンレス、紙等のハニ

カムコア及びそのサンドイッチ製品。

(2) 不動産賃貸事業…………事務所用ビル、各種商業施設、物流施設、その他施設の賃貸及び管理。

(3) ホテル・スポーツ・レジャー事業……ホテル、ゴルフ場その他のスポーツ・レジャー施設の運営。

(4) 物販事業…………………大型自動二輪車及びパーツ、アクセサリーの販売。 

サウナ、暖炉、薪ストーブ、福祉機器の販売及び施工。

(5) その他事業………………保険代理店、福祉介護事業、コンサルティング業務、派遣業等。

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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